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研究成果の概要（和文）：iPS細胞からのCD4陽性T細胞の再構築を目的とし、アカゲザルからiPS細胞を樹立し、
HIV-1阻害因子TRIM5遺伝子あるいはHIV-1やSIV感染に必須なCCR5遺伝子をCRISPR/Cas9によるゲノム編集技術で
人為的に破壊し、シグナル伝達領域を欠損したEGFRでマーキングする作業を行ってきたが、遺伝子導入効率の向
上に時間を要し、サル個体への移入実験の実施には至らなかった。現在、細胞の大量調整を行なっており9月ご
ろに移植を予定している。

研究成果の概要（英文）：To develop a method to induce CD4 positive T cells from iPS cells, we 
established several iPS cell clones from rhesus monkeys. We tried several methods to introduce 
CRISPR/Cas9 into iPS cells and succeeded in destroying anti-HIV-1 TRIM5 gene. We are now preparing 
large amount of iPS cells in which HIV-1 co-receptor gene was swapped with truncated EGFR-marker 
gene for injection into animals. The transfusion of iPS cell-derived hematopoietic stem cells into 
animal will facilitate differentiation of iPS cells to CD4 positive cells in vivo.

研究分野： ウイルス学(HIV)

キーワード： iPS　CD4　TRIM5　CCR5

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
HIV感染症の治癒を目指して、HIVに感染しないCD4陽性T細胞をiPS細胞から誘導することを目的とした。これま
で、iPS細胞からCD4陽性T細胞を試験管内で分化誘導した成功例の報告はない。よって、CD4陽性T細胞ではな
く、未分化な造血幹細胞を個体に移入することによりCD4陽性T細胞への誘導を計画したが、実験動物として使用
可能なアカゲザルのiPS細胞はヒトのiPS細胞とは様々な面で異なることが明らかとなり、現在までにはサルへの
移入実験には残念ながら至らなかった。しかし、アカゲザルiPS細胞特有の性質への理解は深まり、今度の研究
の進展に役立つ知見は得られた



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
1. 研究開始当初の背景 
HIV 感染症は、休止期にある CD4 陽性 T 細胞やその他の寿命の長い細胞の中で HIV が潜伏し

続けるために感染者は生涯抗 HIV 薬を服用し続ける必要がある。iPS 細胞から HIV-1 耐性のヒ
ト CD4 陽性 T 細胞を産生し、生体において長期間安定して存続させることが可能となる技術を
確立できれば、HIV 感染者自身の細胞から樹立した iPS 細胞を用いて、抗 HIV 薬を服用しなく
とも通常の生活を送れる程度に HIV 感染症を制御すること（functional cure）が可能になると
考えた。一方で、HIV-1 は宿主域が狭く、ヒト以外に感染する動物は倫理的問題や絶滅危惧種
であるために実験動物としての使用が困難なチンパンジーのみである。アカゲザルやカニクイ
ザル等の旧世界ザルにおいては、HIV-1 はこれらサル種の CD4 陽性 T 細胞上のレセプターCD4 
と CCR5 を利用できるために細胞内に侵入はできるものの、サル細胞内の HIV 阻害因子 TRIM5
や APOBEC3G によりそれ以降の過程が効率く進行せず、遺伝子の発現に至らない。HIV-1 が感染・
増殖できる実験動物が存在しないため、感染防御ワクチンの有効性検定するにはヒトでの野外
実験を行う以外に方法がなく、HIV-1 の狭い宿主域はワクチン開発の大きな障害の一つとなっ
ている。申請者は TRIM5による感染抑制を回避する HIV-1 の作出を行ってきたが、発想を逆に
して、旧世界サルの iPS 細胞の TRIM5や APOBEC3G の発現を人為的に抑制してから HIV-1 が感
染・増殖する CD4 陽性 T細胞に分化させて個体に戻し、変異を持たない HIV-1 が一過性に感染・
増殖できる旧世界サル個体を作出することが出来ると考えた。さらに、サル免疫不全ウイルス
（SIV）感染サルモデル系において、人為的に抗SIV機能を付与したiPS 細胞由来CD4 陽性T 細
胞を移植することで、前述の HIV 感染症治療の動物モデルも作成できると考えた。 
 
２．研究の目的 
iPS 細胞から様々な組織が再生構築可能になっている。我々はこれまで血球系細胞の分化、な

かでも T 細胞の構築に取り組んできた結果、ヒト CD8 陽性 T 細胞の再生に成功した。しかし、
ヒトにおいてもアカゲザルにおいても、CD4 陽性 T細胞の再構築には成功していない。本研究
は、個体を用いた T 細胞の選択分化が可能なマウスやアカゲザルへの移植実験により、CD4 陽
性 T細胞の誘導と定着を目的とした。 
 
３．研究の方法 
 (1) アカゲザル iPS 細胞株の樹立およびマクロファージへの分化誘導 
3 頭のアカゲザルから分離した末梢血単核細胞にセンダイウイルスベクターを用いて山中 4 因
子（Klf4、Oct3/4、Sox2、c-Myc）を導入し、25-30 日後に iPS 細胞を樹立した。フィーダー細
胞 C3H/10T1/2 の存在下で iPSC を 14 日間培養して CD34 陽性細胞を得たのちに、さらに M-CSF
と GM-CSF を加えて 21 日間培養し、マクロファージに分化させた。 
 (2)  CRISPR/Cas9 による TRIM5 遺伝子欠損 
TRIM5 遺伝子の exon3 を標的とした gRNA を設計し、精製 Cas9 タンパク質とともにエレクトロ
ポレーション法にて、iPS 細胞へトランスフェクトし、薬剤耐性細胞株を得た。 
 
４．研究成果 
３頭のアカゲザルから樹立した iPS 細胞から分化誘導したマクロファージは、細胞表面マーカ

ーとして CD11b(+)、CD14(+)でありさらに CD68(+)、CD86(+)、CD163(-)であることから、M1 タ
イプのマクロファージであると考えられた。また蛍光ラベルした大腸菌を貪食したことから、
機能的なマクロファージが分化誘導できていることが確認された。HIV の感染に必須な CD4、 
CCR5 および CXCR4 はいずれも陽性だった。一方、試験管内での CD4 への分化誘導を様々な手法
で試みたが、結果として CD4 陽性 T細胞への分化は観察されず、サル個体へ CD34 陽性細胞を移
入し、個体内での「学習」により CD4 陽性 T細胞への分化誘導を期待することとした。 
CRISPR/Cas9 により TRIM5 遺伝子の破壊を試みた。１回のトランスフェクションで片側の染色

体に欠損が導入できたので、得られた細胞株にもう１度トランスフェクションを行い、双方の
染色体に 14 塩基あるいは 5塩基が欠損した細胞株を得ることができた。マクロファージに分化
させて TRIM5 の mRNA を測定したところ、CRISPR/Cas9 導入細胞で発現抑制が確認できた。 
TRIM5 遺伝子欠損細胞に Luciferase をレポーターとする HIV-1 ベースのレンチウイルスベク

ターを感染させたところ、TRIM5 遺伝子欠損前の iPS 由来マクロファージでは検出できない
Luciferase の発光を確認することができ、iPS 細胞由来マクロファージが HIV 感受性を持つこ
とと、アカゲザルでの HIV 感染の抑制は既報通りに TRIM5分子の発現によることが改めて確認
された。また、樹立したマクロファージへサル免疫不全ウイルス SIVmac316 株（マクロファー
ジ指向性）と SIVmac239 株（T細胞指向性）を感染させたところ、T細胞指向性の後者の増殖は
認められず、マクロファージ指向性の前者のウイルス増殖のみが観察された。以上の結果から
iPS 由来のマクロファージへの分化がウイルス感染モデルとして十分な機能を有していること
が確認された。現在は同様の手法で CCR5 遺伝子を欠損させる gRNA と、CCR5 遺伝子の部位にマ
ーカーとして細胞内シグナルドメインを持たない EGFR を導入するスワップベクターの構築を
行なっている。 
現在、iPS 細胞を樹立した個体に病原性 CCR5 指向性の HIV と SIV のキメラウイルス SHIV

（R5-SHIV）を接種し、CD4 陽性 T細胞が減少しつつある、すなわち外来性 CD4 陽性 T細胞増殖
のためのニッチが形成されつつあるサル個体へ、CCR5 欠損 EGFR 導入 iPS 細胞由来造血幹細胞



（ΔR5-iHSC）の自家移植を計画し準備を進めている。ΔR5-iHSC 自家移植実験の評価方法とし
ては、安全性については血液内科学、臨床獣医学的検査を行い、有効性についてはサル個体レ
ベルでの定着性や経時的分化誘導能・持続能（末梢血やリンパ節におけるマーカー陽性血液細
胞の定性・定量解析）、病原性 R5-SHIV 感染動態（血中ウイルス量、マーカー陰性 CD4 陽性 T
細胞の推移）を予定している。安定したΔR5-iHSC の定着および CD4 陽性 T 細胞等への分化誘
導が生じれば、SHIV 感染によりマーカー陰性 CD4+T 細胞は減少するが、マーカー陽性の CD4 陽
性 T細胞は CCR5 が欠損しているために R5-SHIV が感染出来ずにサル生体内で維持され、iPS 由
来 CD4 細胞の分化誘導が確立できるものと期待している。 
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